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日本森林学会による

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　當
とうやま

山 啓
けいすけ

介

　
平へ

い
ぞ
う
ざ
わ

蔵
沢
ヒ
バ
人
工
林
施
業
展
示
林
は
、
現

存
で
は
東
北
地
方
最
古
と
さ
れ
る
ヒ
バ
の
高

齢
人
工
林
で
す
。
岩
手
県
滝
沢
市
の
市
街
地

近
く
、
東
北
森
林
管
理
局
盛
岡
森
林
管
理
署

管
轄
の
影か
げ
ぞ
え添

国
有
林
に
あ
り
、
盛
岡
駅
か
ら

も
車
で
20
分
ほ
ど
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
好
立

地
に
あ
り
ま
す
。

　
ヒ
バ
は
ア
ス
ナ
ロ
の
変
種
で
あ
る
ヒ
ノ
キ

ア
ス
ナ
ロ
の
、
東
北
地
方
で
の
呼
び
名
で
す
。

石
川
県
の
能
登
地
方
で
は
ア
テ
と
呼
ば
れ
ま

す
。
国
宝
・
中
尊
寺
金
色
堂
の
主
要
建
材
で

あ
る
な
ど
、
耐
水
性
や
防
腐
性
に
優
れ
る
木

材
と
な
り
、
青
森
ヒ
バ
と
し
て
日
本
三
大
美

林
に
も
挙
げ
ら
れ
る
ヒ
バ
は
、
秋
田
ス
ギ
や

南
部
ア
カ
マ
ツ
と
と
も
に
森
林
大
国
の
東
北

地
方
を
特
徴
づ
け
る
林
業
樹
種
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
な
お
、
現
在
の
東
北
森
林
管
理
局

は
青
森・
岩
手・
宮
城・
秋
田・
山
形
の
５
県
を

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
青
森
営

林
局
が
青
森・岩
手・宮
城
の
３
県
を
管
轄
範

囲
と
す
る
時
代
が
長
く
続
き
ま
し
た
。
ヒ
バ

は
青
森
営
林
局
の
看
板
樹
種
と
も
い
え
る
存

在
で（
写
真
１
）、関
連
す
る「
我
が
国
初
の
森

林
鉄
道『
津
軽
森
林
鉄
道
』遺
構
群
及
び
関
係

資
料
群
」や「
坪つ
ぼ
け
ざ
わ

毛
沢
ヒ
バ
木
製
治
山
堰え

ん
て
い堤
群
」

も
林
業
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

ヒ
バ
自
生
地
と
し
て
は
青
森
県
の
下
北
半
島
・

津
軽
半
島
の
ほ
か
、
岩
手
県
の
早は
や
ち
ね
さ
ん

池
峰
山
、

北
海
道
の
渡お
し
ま島
半
島
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
耐
陰
性
が
高
く
、
実
生
に
よ
る
更
新
と
と

第 回

林内の様子。ヒバの大木の間を歩く
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も
に
伏ふ

く
じ
ょ
う
こ
う
し
ん

条
更
新
（
雪
な
ど
で
接
地
し
た
枝
が

発
根
し
、
独
立
す
る
）
が
可
能
な
ヒ
バ
は
、

主
に
天
然
林
か
ら
木
材
生
産
さ
れ
て
き
て
お

り
、
現
在
の
ヒ
バ
林
も
天
然
林
が
大
半
で
す
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
に
下
北
半
島
ま
で
を
治

め
て
い
た
南
部
藩
（
盛
岡
藩
）
は
、
津
軽
藩

（
弘
前
藩
）
と
並
ん
で
ヒ
バ
資
源
を
大
い
に
利

用
し
、
藩
命
以
外
で
の
伐
採
禁
止
措
置
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
植
林
も
推
奨
し
て
い
ま
し

た
。
南
部
藩
に
仕
え
て
平
蔵
沢
に
豪
壮
な
館

を
構
え
た
牧ひ
ら
た田
氏
が
、
ス
ギ
な
ど
と
と
も
に

ヒ
バ
（
注
：
当
時
は
桧ひ
の
きと

呼
ん
で
い
ま
し
た
）

の
苗
木
を
下
北
半
島
か
ら
取
り
寄
せ
、
江
戸

時
代
末
期
の
天
保
14（
１
８
４
３
）年
頃
に
平

蔵
沢
へ
植
林
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
後
に
こ

の
植
林
地
は
盗
伐
対
策
の
た
め
か
藩
有
林
と

さ
れ
、
管
理
は
引
き
続
き
牧
田
氏
が
担
っ
た

よ
う
で
す
。
明
治
維
新
後
、
牧
田
氏
は
零れ
い
ら
く落

し
て
し
ま
い
平
蔵
沢
を
離
れ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
ヒ
バ
林
は
国
有
林
と
し
て
現
在
ま
で

引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
蔵
沢
の
ヒ
バ
林
は
面
積
０
．44‌

ha
と
広

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
坦
も
し
く
は
緩
傾

斜
の
ヒ
バ
林
の
間
を
縫
っ
て
小
川
が
流
れ
る

心
地
の
良
い
空
間
で
す
。
お
よ
そ
１
８
０
年

を
経
た
現
在
も
大
き
く
乱
れ
た
樹
形
は
少
な

く
、
一
斉
人
工
林
ら
し
さ
を
保
っ
て
い
ま
す

が
、
後
継
と
な
る
ヒ
バ
稚
樹
・
幼
樹
も
下
層

に
多
く
見
ら
れ
、
一
部
で
は
幹
折
れ
や
倒
木

に
よ
っ
て
林
床
が
か
な
り
明
る
く
な
っ
て
い

る
部
分
も
あ
り
ま
す
（
写
真
２
）。

　
先
述
の
と
お
り
ヒ
バ
林
業
は
天
然
林
中
心

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史
的
に
様
々
な

人
為
的
介
入
を
経
て
き
て
お
り
、
こ
の
郷
土

樹
種
に
植
林
や
一
斉
造
林
の
選
択
肢
が
あ
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
平
蔵
沢
の
高
齢
人
工

林
は
替
え
の
利
か
な
い
先
行
事
例
で
あ
り
、

１
９
５
５（
昭
和
30
）年
に
は
学
術
参
考
林

に
、
１
９
９
１（
平
成
３
）年
か
ら
は
展
示
林

に
指
定
さ
れ
、
盛
岡
営
林
署
、
の
ち
に
盛
岡

森
林
管
理
署
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
伏
条
更
新
を
含
め
て
そ
の
動
態

に
つ
い
て
様
々
な
調
査
研
究
も
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
近
年
の
管
理
方
針
は
積
極
的
な
人

為
介
入
を
行
う
よ
り
も
推
移
の
観
察
を
旨
と

し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
天
然
林
的
な
多
層
・

異
齢
の
森
林
構
造
に
推
移
し
て
い
く
の
か
注

目
さ
れ
ま
す
。
他
所
の
ヒ
バ
天
然
林
と
比
較

し
て
み
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

　
天
然
林
、
人
工
林
を
問
わ
ず
、
非
常
に
優

良
な
森
林
資
源
は
な
か
な
か
人
里
近
く
に

残
っ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
ア
ク
セ
ス
良
好

か
つ
林
内
を
歩
く
に
も
快
適
な
平
蔵
沢
の
ヒ

バ
林
は
、
研
修
や
体
験
授
業
な
ど
を
通
じ
て

ヒ
バ
や
森
林・林
業
に
関
す
る
学
び
の
機
会
を

提
供
し（
写
真
３
）、ま
た
そ
の
環
境
を
楽
し
む

と
い
う
役
割
を
高
度
に
果
た
せ
る
林
業
遺
産

だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
経
済
的
価
値
が
高

い
ヒ
バ
林
は
歴
史
的
に
活
発
に
収
穫
さ
れ
て

き
た
中
で
、
盛
岡
森
林
管
理
署
に
残
っ
て
い

る
こ
の
貴
重
な
森
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
林

業
の
有
志
が
様
々
な
挑
戦
を
行
っ
て
き
た
こ

と
の
生
き
証
人
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
蔵
沢
の
ヒ
バ
林
へ
は
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
か
ら
平
坦
な
道
を
徒
歩
数
分
で
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す（
写
真
４
）が
、
訪
れ
る
際
に

は
ハ
チ
や
ヘ
ビ
、
ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

案
内
を
希
望
さ
れ
る
場
合
や
大
人
数
で
見
学

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
盛
岡
森
林
管
理
署
に

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
、
と
の
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
、
盛
岡
森
林
管
理
署
の
取
材
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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